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1.は じ め に

本稿は,二 重目的語構文の間接 目的語指示物と直接目的語指示物間における所有関係について考察 し,動 詞の

意味が構文を含む文の意味を決定する際に重要な役割を果たすことを指摘 しつつ,Bolinger(1977)の 形式 と意

味との一対一の対応原理の捉え方について議論する。1本稿で議論の対象とする文は,動 詞の直後に名詞句が二

つ連続 して,二 重 目的語構文と分析できる(1)に 示すものである.
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　.　 BrendagaveJohnthecarforaweek.

Hewrotehislawyeranote.

Shemadehimagoodwife.

Hekissedhergoodbye.

(HarleyandJung(2015:704))

急 いで付 言す ると,(la)と(1b)は これ まで紛 れもな く典型的に二重 目的語構文 に生起 すると考えられている

動詞giveとwriteが 生起 しているの に対 して,(lc)で は動詞becomeと 類似 した意味 「なる」 を表す動詞make

が生起 しているこ と,(1d)で は動詞kissが 間接 目的語 というよりはむ しろ直接 目的語 としてherを 取っている

こ とか ら,通 常 の二重 目的語構 文 と して分析す るのがふ さわ しいか どうかは意見の分かれる ところである.本

稿では,(la)に おけるJohnとthecarの 間に見 られる一週間の 「所有関係」(HarleyandJung(2015:704)参 照)

及び(1b>に おけるhislawyerとanoteの 問にみ られる 「所有関係」が(lc,d)に おいてもhimとagoodwife

の間及びherとgoodbyeの 間にも成 り立 ち得 ると仮定 した登田(2016)及 び登田(2006)に 基づいて,こ れらの

構文に関する形式 と意味 との対応関係 を捉 え直そうとするものである.本 稿 でい う 「所有関係」 とは,抽 象的な

意味において 「所有関係」 とい う概念で記述できるとい う意味であ る,例 えば 詳細 については後述するが(1b)

では彼の弁護士 は短い手紙 を所有 していない可能 性もあるが,彼 は弁護士が手紙を読んで くれることを,す なわ

ち所 有す ることを意図 して書 いているので,「 所有関係」は成立すると考えられる.同 様に,(1c)で は彼は彼女

が良い奥 さんであることを享受 してお り,(1d)で は彼女は彼か らさよな らのキス を受 けて別れた ことを意味 し

ているので,彼 女 とさよな ら(の 挨拶)の 間での 「所有関係」は成 り立つ と考え られる.

Bolinger(1977)の いう形式 と意味 との関係 を考察する際には,今 一度 しっか りと形式 と意味 を再定義する必

要がある.本 稿では,形 式 には構文(型)と 文 とい う二つの解釈が対応するので,構 文の意味 とは動詞が挿入 さ

れる以前の,す なわち構 文型つ まりタイプと しての意味を示 し,文の意味 とは構 文に動詞が挿入 された以降の トー

クンと しての(含 意的意味 を含む)意 味 を指す と仮定 して話 を進める.本 稿は,構 文独 自の意味的要素があると

して も,核 となる動詞独 自の特 性が構文 を含 む文の意味 を決定づける,と 主張する.例 えばBolingerの 原理は,

構文型の意味 においては妥当であるか もしれないが。動詞が生起 した構文型 を含 む文の実際の意味 というこ とに

なる と強す ぎることを指摘する.た だ し,Bolinger(1977:IX-x)自 身は文ではな く構文の持つ意味 について言及

している ことか ら,2本 稿の主張はBolingerの 主張 を補強することになる と思われる.
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